
2023年７月３日（月）の15時頃、当機構が事務所を構えるビルで爆発火災が発生いたしました。当時

勤務していた職員は即時適切な避難を行い全員怪我もなく無事でしたが、爆風と火災の影響により事務所

内は煤にまみれ、建具や設備等が破損しました。
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事故のあったビルのオフィスは当面の間使用が

できないため、事務局機能の復旧を優先し、仮オ

フィスを設けました。

【仮オフィス】

〒105-0004 東京都港区新橋2丁目11-10

BUREX FIVE 708

なお、固定電話・ＦＡＸが不通となっており、

郵送物も一部受け取りが出来ませんでしたが、現

在、固定電話は電話転送により受けることが出来

るようになり、郵送物については上記住所宛であ

れば受け取りが可能となりました。電話・FAXが

繋がらず皆様には大変ご迷惑をお掛けしましたこ

と改めてお詫び申し上げます。

機構入居ビルでの爆発火災について

概要

今後の機構事務局について

今回の事故が発生した後、会員の皆様からご心配の

声や「なんでも協力しますので気兼ねなく言ってね」

といった非常に温かいお言葉をたくさんいただきまし

た。また、普段よりお世話になっております関係団体

の皆様からも「何か出来ることがあったら何でも言っ

てください」などありがたいお言葉を頂戴しました。
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既にご存じの方も多いと思いますが、先日機構が入居しているビルにて爆発火災が発生しました。現在の状況や今後

の復旧の見通しなど皆様心配をされていると思いますので、急遽ではございますがニュースレター特別号を配信します。
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５Fエレベータ破損

改めてこの業界の皆様との繋がりと温かさを感じた

とともに、皆様にこれ以上ご迷惑やご心配をおかけし

ないよう、早期復旧することが最優先と思っておりま

すので、引き続きご理解と支援の程、何卒よろしくお

願いいたします。

なお、火元は当機構が入居する５階より下の下層階辺りであると見られておりますが、現在も捜査中の

ため当面の間は入居ビルに入ることは出来ない状況です。

会員の皆様、関係者の皆様におかれましては多大なるご心配、ご迷惑をおかけしておりますこと深くお

詫び申し上げます。また、この事故により負傷された方々の１日も早い回復をお祈り申し上げます。

次号ニュースレターVol.173は９月１日発刊予定です。
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